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 「飛行機に乗ってハ
ワイへ行こう」のテー
マ の も と、「ア ロ ハ
～」をみんなの合言葉
に楽しみました。病棟
でパスポートを受け
取って気分を盛り上
げ、午前中にハワイに向け離陸しました。着陸
後、グラウンド入り口ではカメハメハ大王や
トーテムポールがハワイへの入国を歓迎してく
れました。午後はハワイの海を満喫！ハワイア
ンミュージックを聞きながら、スイーツを片手
に浮き輪をつけて海で泳ぎ、サーフボードに
乗ったり、波の下に入ってみたり…それぞれに
とても興味深そうに、いい笑顔で賑やかな浜辺
を満喫していました。 
 その後、厚生棟ではハワイアンステージが開

催され、利用者様と一緒にフラダンスやファイ
ヤーダンスを楽しみました。 
ファイヤーダンスの後は、リンボーダンスにも 
挑戦！利用者様は皆さん上手に、笑顔でくぐっ
ていました。ハワイの文化や風土に触れ、笑顔
あふれる一日になりました。 

（介護福祉士 高橋 智子） 

 昨年までは運動会で
したが、本年はゆった
りとした交流を目的に
茶話会に変更して、皆
さんで楽しみました。
前半はグループ対抗の
レクリエーションです。最初は「このマーク分
かるかな？ゲーム！」からで、日頃は意識しな
いマーク（島田のシンボルマークや交通標識な
ど）を正しい色に塗っていく内容です。参加者
の頭に「？」が浮かびながらも、真剣な表情で
楽しまれていました。 
 続いて「この皿の中身は何？ゲーム！」。各
グループからのヒントを頼りに、配られたお皿
の中身を推理し合いました。各グループとも、
賑やかな雰囲気のなか、利用者様と一緒に色を
塗ったり貼ったりして楽しむことができまし

た。そして後半は親睦会です。 
 利用者様やご家族、職員でお茶菓子を食べな
がら、たくさんの話に花が咲きました。今回の
ように、ゆったりとした時間を皆さんで共有で
きる行事も「いいな！」と感じられた一日でし
た。御協力していただいた皆様ありがとうござ
ました。 （介護福祉士 下村 毅） 
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 5月31日（日）の午後、「日野自動車ビッグ
バンド部」17名の皆様によるジャズコンサー
トを開催しました。今回は、各病棟への訪問コ
ンサートという試みでした。昨年までは厚生棟
研修室がコンサート会場でしたが、各病棟を訪
問していただき、利用者様全員で楽しいジャズ
コンサートを体験しました。 

 15分ごとのミニコンサートでしたが、臨場
感あふれる生演奏に利用者・職員ともに大喜び
でした。演奏曲は以下の通りです。 
■ウィーアー（アニメ・ワンピースの曲） 
■アニメ・名探偵コナンの曲 
■アニメ・アンパンマンのマーチ 
■リトルマーメイドよりアンダー・ザ・シー 

 楽器を運びながら各病棟を訪問していただい
たビッグバンド部17名の皆様、本当にありが
とうございました。 （療育長 高橋 節夫） 

 台湾の女子プロゴルファーのテレサ・ルー様
とゴルフ解説者であり、ゴルフイベント会社の
社長である戸張捷様より、ご寄付500万円をい
ただきました。テレサ・ルー様は2005年にプ
ロに転向し、2006年アメリカLPGAツアー参
戦、2010年よりQTを経て日本ツアーに参戦
し、活躍を続けています。自国台湾でも福祉施
設にご寄付をしている実績があり、日本で活躍
している分、日本にもその賞金の一部を還元し
たいというお考えをお持ちでした。 
 戸張捷様は、以前にもプロゴルファー樋口久
子様にご寄付を頂いた時からのお付き合いで、
この度島田療育センターをテレサ・ルー様にも
ご紹介して下さりご寄付をいただけることにな
りました。5月23日にご本人が来院され贈呈式
を行いました。病棟見学ではとても気さくに利
用者様へお声を掛けて下さり、同じ目線になっ
て耳を傾けて下さり、利用者様も大変喜んでい
らっしゃいました。これからも変わらぬご支援
をいただけるよう私達も、テレサ・ルー様の応
援をさせていただきたいと思います。 

（事務次長 森久保 真由美） 

左から戸張捷様、テレサ・ルー様、理事長 山川常雄。 
島田伊三郎氏、島田良夫君の写真前にて撮影。 

病棟利用者様との会話をするテレサ・ルー様。 
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 院長の指示の下、4月に実行委員会が立ち上
がりました。メンバーは、実行委員長に木実谷
院長の他、長谷川参事、森久保事務次長、学術
研究・研修部石井療育長、小口主任、神田さ
ん、そして副実行委員長として有本となってい
ます。 
 早速、開催の案内、開催要綱、研究発表演題
応募要項などを作成しました。これらは、学会
のホームページに5月に掲載され、また各施設
に送られて、参加の申し込みや、発表の申込み
を待つ段階となりました。徳島で開かれた平成
26年の第25回大会では400名の参加者があり

ましたが、今年もそれ以上を予想しています。
6月19日の演題締切までに、いくつ演題の申込
みがあるか楽しみですが、実行委員会でそのす
べてに目を通し、内容の確認をする作業が待っ
ています。当日のスケジュール作成や人員配置
計画も並行して行っていますが、かなり多数の
職員にお手伝いをいただかないと、会が運営で
きません。業務に支障のでないように計画を練
りますが、全国から来られる他施設の方々に島
田療育センターを知ってもらう機会ですので、
是非職員の皆様にはご協力をお願いします。 

副実行委員長 島田療育センター 副院長 有本 潔 

就職したきっかけ 

 私は、それまで総合病院の中材・手術室、脳
外科病棟などを経験してきました。一般病院で
の仕事は体が悲鳴を上げてきたので、この先看
護師として長く働くことを考え、3多摩地区で
探していました。ナースプラザの説明会で偶然
(?)島田療育センターと出会いました。高校の
時、ボランティアで障害を持っていても自立し
ている方などと関わる機会があり、興味が有り
ました。右も左もわからない状態で、とりあえ
ず飛び込んでみましたが、とても居心地がよ
く、利用者様に育てていただき、あっという間
の19年間でした。  
今の職種を選んだきっかけ 

 私は、将来を考えるとき、「人の役に立ちた
い」・「人のお世話をする仕事をやりたい」と
常日頃から考えていました。そして「これから
の時代資格が必要、資格があれば先行き安定」
などと邪念もありました。親友の父が看護師を

しており、親友も看護師を目指すと聞き、男性
でも出来るのだ、それなら自分もやってみたい
と考えこの道を選び、働きながら准看護師・看
護師と一歩ずつ着実に歩んできました。 
今の仕事に対する想い 
 入職してから今まで、4つの病棟を経験させ
て頂きました。新たな病棟へ行くと、そこの利
用者様はどのような生活をしているのだろう
か、どのような生活を望まれているのだろうか
を感じ取ろうとしてきました。そこで自分に出
来ることは何だろうかと考え、余裕をもって生
活ができ、外に目を向けられるように援助しま
した。呼吸が苦しい方へは呼吸の介助をして、
安楽に呼吸ができるように整えました。また、
おなかが張って苦しい方へは、おなかの張りを
取るための取り組みをしてきました。今までは
一つ一つ学び自分が実践してきましたが、これ
からは自分が行うだけではなく、スタッフが考
え実践できるように意識や環境を整えて、療育
の質を高めていくことが役割だと考えます。 
 島田療育センターは昨年来、経営再生を掲げ
ているため、職場長として収支管理にも目を向
けつつ、今後さらに利用者様の生活とスタッフ
の職場環境を整えていくことが私の役割だと考
えています。 

療育部 第6病棟 療育長 石川 勉 
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◆第3病棟西棟 大遠足 

6月2日（火）に行われました 
◆第2病棟 茶話会 

6月3日（水）に行われました 
◆第1病棟 運動会 

6月4日（木）に行われました 
◆第5病棟 全体活動 

6月9日（火）に行われました 
◆CAPP 

6月11日（木）に行われました 
◆ベルブ・ブラスバンド・コンサート 

6月28日（日）に行われました 

 ２日（木） ドライブ 多摩中央公園② 
 ３日（金） 小遠足  ｻﾝﾘｵﾋﾟｭｰﾛﾗﾝﾄﾞ⑤ 
 ７日（火） 小遠足  ｻﾝﾘｵﾋﾟｭｰﾛﾗﾝﾄﾞ⑦ 
１０日（金） 小遠足  多摩動物公園⑥ 
１１日（土） 誕生会 
１４日（火） 小遠足  ｻﾝﾘｵﾋﾟｭｰﾛﾗﾝﾄﾞ② 
１５日（水） 小遠足  ｻﾝﾘｵﾋﾟｭｰﾛﾗﾝﾄﾞ① 
１６日（木） ドライブ パルテノン多摩⑤ 
１７日（金） ドライブ 南大沢⑦ 
２３日（木） 小遠足  相模原市立博物館③ 
２４日（金） ドライブ 府中市郷土の森⑥ 
２６日（日） アルビレオ・コンサート 
２７日（月） ドライブ 多摩センター① 
２９日（水） ドライブ ｻﾝﾘｵﾋﾟｭｰﾛﾗﾝﾄﾞ③ 

 7月 
行事予定 

 

 先日父に頼まれて、実家の納戸の片付けをし
ました。ほとんどが処分する物でしたが、その
中に、お道具箱位の箱に入った古い手紙の束が
ありました。 
 開けてみると、母がまだ娘時代に貰った手紙
やカード、古い写真の他に、結婚後に単身赴任
していた父へ送った近況報告の手紙もありまし
た。そこには幼い私や 弟、今は亡き祖母や叔
母、近所の方、親戚などの日々の様子が書かれ
ており、私の目の前でその生活が生き生きと展
開されているようでした。 
 日常では、手書きの手紙を書くことも貰う機
会もなくなってきています。けれどやはり、人
の手で綴られた物からは、その頃の空気までも
が伝わってくる特別な感じがあります。片付け
も大切だけれど、この手紙の束はもうしばらく
捨てずにとっておこうと思います。 

（看護師 格清 みのり） 

♨ 

平成 27年 5月 入所 退所

　長期 0 名 0 名 
　短期 18 名 17 名 
　緊急一時 23 名 24 名 
　医療緊急 1 名 1 名 

入退所 状況 

（○数字は病棟名） 

◆第11回 島田セミナー（医師向け） 

日時：7月25日（土） 13:00～ 
場所：島田療育センター 厚生棟 

◆アルビレオ・コンサート 

7月26日（日）に行われます ほっとB室 テーマは「カラー」  

黄色のコーナー  青色のコーナー  赤色のコーナー 


